大原のせいとう工場

1.原料のさとうきび　

西表島東部の大原に、せいとう工場があります。沖縄県の代表的な農産物であるさとうきびを原料にして黒ざとうをつくる工場です。西表島ではただ1カ所しかないこのせいとう工場について調べてみましょう。
やってみよう　『西表のさとうきびの産地』
原料となるさとうきびは、どこで作られているのでしょう。次の表を見ながら、次の地図に■と○の印を書きいれましょう。　
　
大原のせいとう工場に運ばれたさとうきびの量（1995年）

	地区
	トン

	豊原
	2500

	大原
	3600

	大富
	2800

	古見
	400
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美原
	100

	西部
	200

	合計
	9600


端数は四捨五入しています

西表島の地図を見て、何か気がついたことはありませんか。原料であるさとうきびの産地が、西表島東部に大きくかたよっていることがわかるはずです。
考えてみよう
西表西部では、さとうきび作りがさかんでないのはなぜか。下からその理由と思うものを全部抜き出しましょう。

　　　　

1. 風が強くて葉っぱが切れてしまうから

2. 人が少ないから
3. やぎが食べるから
4. 土の性質が違うから
＜コラム＞

冬になると、さとうきびをいっぱいに積んだ大型トラックをよくみかけます。農家にとっても、せいとう工場にとっても、１年で一番忙しい時期です。
農家は家族みんなできびかりを行い、集められたさとうきびは、ただちに工場へとはこばれます。早く加工しないと、とり入れたさとうきびは時間がたつにつれ、品質が悪くなってしまうのです。

２．黒ざとうができるまで

· むかしのせいとう法（さとうきびのしぼり方）
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今のようなせいとう工場ができる前は、次の写真のように牛や馬がひくサーターヤーとよばれるせいとう小屋が各地にありました。　　　　　　　　　　　

工場では、できるだけむだのないように、さとうきびを加工します
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やってみよう

前のページにある①～⑥までのさとうきびを加工する順番の文の始めと終わりと思うところに、例にならって「せいとう工場の中で」の図に赤い線を引いてみよう。

３．ごみを減らす　

西表では、ごみが大きな問題になっています。みんなのお家では、どんなごみがでていますか。

今、西表だけではなく日本、世界全体でごみを減らして資源を大切に使うことが求められています。西表のせいとう工場では、ごみを出す量を減らして最後まで資源がゆうこうに。使えるようにする努力をしています。

⑥金ぞくたんち機をくぐった後、ほうそうして港へ運ばれます。





⑤高温で熱して水分を取りのぞき、かきまぜながら冷してはこにつめます。





④集めたサトウキビのしるをしだいにこくしていきます。





③殺菌し石灰をくわえ、上ずみえきを集め、下にたまった不じゅん物を取りのぞきます。





②サトウキビのしるをかんぜんにしぼりとります。





①サトウキビがせんいのようになるまで、細かくきりきざみます。





⑥番目








